
施策案⼀覧 NO.1

分類１：仕事、住まい、教育、交流、広報、⼦育て、施設、その他
分類２：１移住マッチングサイト、２インキュベーション施設、３学⽣アイデアコンペ、４お試し体験移住、５シングル⽤シェアハウス、６柏崎愛を育む総合学習と定点アンケート、７新たな学びの場の環境整備、８⼤学⽣の柏崎への愛着を育む、９オンラインコミュニティ、

１０地元住⺠との接点づくり、１１移住コンシェルジュ、１２柏崎初⼼者マルシェ、１３メディア戦略の強化、１４転⼊出時追加アンケート、１５防災無線の広報活⽤、１６移住リーフレット作成、１７夜間保育園の整備、１８キッズマジック無償化、
１９⼦どもの医療費補助、２０資源のパッケージ化、２１アートキャンパス、２２海上アスレチック

分類１ 分類２ NO 投票数 施策名 理想 現状 問題 原因 課題 いつ どこで だれが なにを とがり 予算 作成⽇

3 ＊＊＊
移住者向け求⼈マッチングサイト
（起業情報含む）

空き家と移住者が柔軟にマッチ
ングされる

移住希望者は柏崎には仕事
がないと思う⼈が多い

柏崎には仕事がないと⾔わ
れる

仕事はあるがそれが伝わっ
ていない

マッチングする⼿段がない すぐに 市内
業者
パートナーチーム
⺠間企業

⼤⼿サイトにはない移住希
望者向けの求⼈情報

ブルボンさんなど⼤⼿にも
出てもらう、⼀⽅で柏崎に
しかない産業にも出てもら
う。起業したい⼈にも。

60〜100万円
市内⼤学、⾼校でもPR

8⽉18⽇

19 ＊＊＊
移住定住専⽤でWEBサイト及び
Instagramの開設

柏崎を全国の⼈に知ってもら
う。移住を推進しているまちだ
と認識してもらう。

魅⼒ある地域として柏崎を
知らない。移住を推進して
いることが伝わっていない

魅⼒的な切り⼝、⾒せ⽅で
発信できていない

情報発信の戦略がない
とにかく柏崎を知ってもら
う

すぐに 市内

業者（WEBサイト）
パートナーチーム
（Instagram）
⻘年団体の協⼒

WEBサイト及びインスタグ
ラムの作成

柏崎でとがった趣味をして
いる⼈を取材する。動画も
使う。

60〜100万円 8⽉18⽇

4 ＊＊＊
魅⼒発信、求⼈の情報発信（マッ
チング）、住まいの情報発信の融
合！！

空き家と移住者が柔軟にマッチ
ングされる

分かりやすいシステムがな
い

情報発信、PRが下⼿ 諦めている 発信の場をつくる
SNS→サイ
ト

パートナーチーム
市
プロへ発注

パートナーチームがSNSで
発信し、各サイト（魅⼒・
求⼈・物件）へ誘導

仕事と住まいと魅⼒で不安
なく移住へ

8⽉18⽇

7 ＊＊
空き家バンクと相談窓⼝を⺠間に
移す

空き家と移住者が柔軟にマッチ
ングされる

市の空き家バンクや窓⼝は
公共性からできない事が多
い

希望者に適切にアプローチ
できていない

仕組みが上⼿く回っていな
い

公共性が⾜かせになってい
るのでは

準備ができ次
第

どこでも

パートナーチーム
⺠間企業
新しくメンバーを集
める

・空き家のマッチング
・空き家の相談

⺠間ならではの動きやすさ
年間500万円
専属を2名配置

8⽉18⽇

10 ＊＊＊ 柏崎で働こう！マッチング⽀援
市町村の差別化を図るのは正直
難しい。少しでも柏崎に興味を
持った⼈を離さない。

兵庫県のマッチング事例の
話をしても「斡旋は不可」
と回答→マッチング≠斡旋
をしっかり認識してどこま
で⽀援できるかの共通認識
が必要。「できるためには
どうするか？」

マッチング＝斡旋ではない
が、⼀歩踏み込んでいない

「斡旋できない」の先⼊観
どこまで踏み込んでいいの
かの共通認識

随時
市、各企
業、⾸都圏

⺠間企業
市

・情報サイトの整備
・市に常設の窓⼝
・協⼒企業の応募

・法律の範囲内でギリギリ
のマッチングを

8⽉18⽇

11 ＊＊＊
暮らしも仕事もまとめてマッチン
グ事業

柏崎に移住しようと思った⽅が
仕事探しに困らず、理想とする
仕事につき、移住できる。移住
相談も仕事相談も⼀度にまとめ
て⾏いたい。

・求⼈内容とやりたい仕事
のミスマッチ
・情報が整理・発信できて
いないため求職者に届かな
い。探しても取得できない

仕事の選択肢が少ないが、
求⼈はたくさん出ている

情報が整理されていないた
め多くのミスマッチが起き
ている

・仕事のマッチングの場を
つくる
・情報を⼿に届かせる

R4年秋から
（準備）

⾸都圏で、
サイト上で

移住希望者
⺠間企業
パートナーチーム
市

・移住相談と企業説明会を
同時に開催する
・「ジョブナビ柏崎」を市
内すべての企業が掲載され
たサイトにする

・その場で採⽤⾯接までし
ちゃう!?
・マイナビ、リクナビなん
でも⾒なくても「ジョブナ
ビ柏崎」を⾒れば⼤丈夫！

・イベント開催
会場借上料、旅費、⼈件

費、参加者ノベルティ
・ジョブナビ柏崎
チラシ印刷費、企業訪問

の⼈件費

8⽉18⽇

9 追加分
空き家バンクと貸家、アパートの
斡旋リンクを（双⽅）

不動産協会でらくすむと連携し
ているので、そのサイトとリン
クできれば…（可能か分からな
いので相談）

住まいの選択肢がない 情報が少ない 情報体制を整える すぐ
市
不動産協会

空き家バンクのサイトに貸
物件情報をリンクさせる

空き家購⼊に情報に偏ら
ず、選択肢を増やす

10万円〜？ 8⽉25⽇

2 35 ＊＊
チャレンジを⽀えるインキュベー
ション施設の開設

起業など新しい事にチャレンジ
する⼈が沢⼭いて新しいムーブ
メントが起こっている

起業⽀援センターが柏崎に
はない。（ハード⾯も含め
た）

新しいチャレンジが少ない
チャレンジャーが少ない、
育ちずらい

チャレンジしやすい環境が
必要

準備ができ次
第

廃校や旧カ
シックス

市内団体
パートナーチーム
新しく仲間を集める

伴⾛、コンサル、レンタル
オフィスの提供

⼊居者はほぼ無料で利⽤す
る事ができる

改修費2億
ランニングコスト24万円

8⽉18⽇

3 45 追加分 特産品開発コンペの開催
⾃慢したくなる様な特産品があ
るまち

アイデアを形にするプロセ
スが⼤変。市⺠だからこそ
気づいていない魅⼒がたく
さんあると思う

誇れる魅⼒が少なく、良い
ものがあっても市⺠がそれ
を知らない

特産品が弱い
特産品に対するアイデアが
⾜りてない

年1回
まちから
オンライン
上

プロダクトデザイン
を学ぶ全国の⼤学⽣

コンペを開き、1位のアイ
デアは実際に形にする

全国の学⽣にアイデアを出
してもらう

商品化にかかる予算 8⽉25⽇

8 ＊＊＊＊ ⽥舎暮らしのサブスク“柏崎”

定額制のおためし移住サービ
ス、おためし移住による⼆拠点
⽣活をしてもらい、その期間に
コミュニティ、⼈間関係の構築
や地域の魅⼒及びデメリットを
理解してもらった上で定住に繋
ぐ。

柏崎としてサービス提案は
ない。
賃貸補助など住まいに関す
る補助はあり。

・移住の⼊り⼝となるコ
ミュニティが少ない
・発信⼒

・移住者への関⼼が低く、
歓迎する空気感がない
・情報発信⽅法がターゲッ
トに有効かがわからない

・通年
・年に４回

市内

パートナーチーム
柏崎JC
市
※クラウドワークス
（サークル）おため
し移住サービスロー
ンチ予定

柏崎の現地の⼈と話す機会
や説明会を実施（春夏秋
冬、季節の良さを感じても
らう）

市、パートナーチーム：お
ためし移住者への説明会
JC：イベント、広報

他市も結構やっているので
どがっていないかも…
敷居を下げればもっととが
るかも

※２拠点⽣活となると家賃
も２倍になるということな
ので出来るだけ安く提案し
たい！
※⾞もいるかも？

8⽉18⽇

仕事

住まい

1

4

別紙２



施策案⼀覧 NO.2

分類１ 分類２ NO 投票数 施策名 理想 現状 問題 原因 課題 いつ どこで だれが なにを とがり 予算 作成⽇

1 ＊＊＊＊ お試し移住、空き家利⽤
思いついたらとりあえず数ヶ⽉
でも移住体験できる。
関係⼈⼝の増加にもつながる。

気軽に柏崎に移住すること
ができない

住まいの選択肢がない
UIターン者向けの不動産情
報が整理されていない

不動産情報を整理する
できるだけ早
く

市内
不動産業者
パートナーチーム
市

お試し移住できる物件をつ
くる

・空き家をリフォームする
・柏崎テラスハンスなどの
イベント

リフォーム代⾦
100〜500万円

8⽉18⽇

2 ＊＊＊＊ 移住想像⾒学ツアー
柏崎への移住に興味がある⼈に
移住の意志を強めて（決めて）
もらう。

柏崎市への移住は興味が
あっても何からしていいか
分からない

柏崎市の魅⼒を知らない
諦めている
発信する意欲が低い

とにかく柏崎を知ってもら
う

⽤意が整い次
第、季節は問
わない

市内全域 パートナーチーム
市外の移住希望者に柏崎地
域を⾒学してもらう。⽇帰
りもしくは1泊（古⺠家）

・とにかく興味がある
・⼈を逃さない
・現状を⾒てもらう

500万円以上 8⽉18⽇

16 追加分
シングルファザー、シングルマ
ザー、孤⽴をふせぐシェアハウス
施策

・シングルファザーやシングル
マザーが働きながら、⼦育てが
しやすいようにシェアハウスに
家政婦兼保育⼠が常駐。親が働
きに出ている間、⼦供のめんど
うも⾒てくれるシェアハウスの
住⼈みんなで⼦供を育てる感
覚。
・独⾝の若者でも繋がりをもて
ず孤⽴し、市外へ出てしまうの
ではなく、シェアハウスで家政
婦兼相談相⼿がいることで⽇常
のコミュニティをつくることが
できる

・シングルファザーやシン
グルマザーが安⼼して仕事
や⼦育てができない
・仕事に⾏っている間、⾷
事など⼦供のめんどうを⾒
てくれる⼈が近くにいない
・新⼊社員など結婚をして
いない若い世代でも繋がり
をもてず、離職し市外に出
てしまう

・貧困層が増え、暮らしの
満⾜度が低い
・⽀え合いの仕組み、シェ
ア⽂化がない
・⼈との繋がりが薄く、コ
ミュニティも少ない
・結婚しない
・コミュニティに⼊れない
・繋がりをもてない若者の
増加

・離婚などで、⽣活に余裕
がない
・⼦供を預けて夜など仕事
にいけない
・⼈との繋がり⽅が分から
ない

⽣活⾯、精神⾯で⽀え合う
仕組みや環境が必要

すぐにでも
市内の空家
をリノベー
ション

管理運営をaisa、
シェアハウスのス
タッフは公務員（公
募）

シェアハウスの管理
⾷事の準備
⼦供のめんどう等

シングルファザー（シング
ルマザー）家族専⽤シェア
ハウス、シングル専⽤シェ
アハウスなど⽬的に沿った
シェアハウスがある。
住⺠たちの公共スペースを
設けたり、⼀緒にBBQをし
たりと⽇常を楽しむ場に。

シェアハウス
・リノベーション費⽤
・維持管理費
・スタッフ給与

8⽉19⽇

38 追加分
移住コンシェルジュのいるシェア
ハウス

移住したい⼈が気軽に住めて、
さらにイベント等を開催し、コ
ミュニティーを深める場（シン
グルファザー、マザー含む）コ
ンシェルジュの出動あり

住まいの選択肢がない サポートが少ない 移住のイメージづくり 整い次第すぐ 市内空家等
市
パートナーチーム
コンシェルジュ

シェアハウス開設、コン
シェルジュ設定（魅⼒を伝
える、住まいを提案、仕事
斡旋等）、イベント施策、
シェアハウス管理

移住に興味がある⼈も招い
てイベントや相談会をする

8⽉25⽇

6 36 追加分
⼦供たちの柏崎愛を育む総合学習
とアンケート施策

北条中学校のような総合学習で
まちの魅⼒発信やまちの「好
き」にフォーカスをする機会を
つくることで、まちへの愛着を
深め、柏崎で本気でたのしむ⼤
⼈との繋がりや出会いの機会を
創出する。
地元でこんな⾵に輝く⼤⼈にな
りたい！と思ってもらえるよう
な感動体験をもつことで、⾃ら
地元に戻って働く選択肢をも
つ。また、柏崎の好きなところ
や将来柏崎に戻りたいかを毎年
アンケートで定点把握し、柏崎
の満⾜度を図る指標とする。

柏崎には何もないという周
囲の環境から⾃ら良いとこ
ろを発⾒することができな
い。そういう視点がない。
必要性も感じていない。地
元で暮らす将来ビジョンが
わからない。

誇れる魅⼒が少なく、良い
ものがあっても市⺠がそれ
を知らない

⼦供の頃から地元の魅⼒を
考える機会や柏崎の魅⼒を
知る⼤⼈に出会えていな
い。⼤⼈もそれを伝えきれ
ていない。

⼦供の頃から本気で地元を
楽しむ⼤⼈との出会いや⾃
ら地域の良さを発⾒する機
会が不⾜している

すぐにでも
⼩中⾼の学
校教育の中
で

地元市⺠と学校が連
携して

地域の魅⼒を探す取り組
み、まちの「好き」を発⾒
するアンケート

何をすることで地域の魅⼒
を発⾒できるかを⼦供たち
⾃ら取り組むことはすごく
勉強になると思う
（北条中学校の取り組みは
すごいと思いました！）

8⽉19⽇

17 ＊＊＊＊＊
柏崎公営塾（英語特区、プログラ
ミング特区、SNS・情報発信・
マーケティング特区）施策

旧学校を基準に公営塾を開校。
東⼤卒などの⼈材など、⽥舎で
も最新の教育環境を提供するこ
とで学⼒の向上を図る。
塾では英会話の他、プログラミ
ングや動画作成、情報発信など
これからの時代でも必要となる
スキルを学べる機会をつくるな
ど柏崎ならではの教育環境をつ
くっていく。

教育環境に不安をもった保
護者は⼦供がある程度学⼒
があり、優秀であれば⻑岡
の学校に通わせるなど、市
内に⼦供が留まらない。
⽥舎でもこんなに楽しい、
授業が受けられる！という
経験が乏しい。市街地に塾
はあるが、受験のための塾
がほとんど、⼩学⽣のうち
からもっと学ぶ楽しさを教
える環境があっても良い。

柏崎は少⼦化で学区も縮⼩
傾向にある。⼦育て世代は
⼦供の教育環境に不安を抱
えている。

少⼦化で市街地以外の学校
が統廃合される予定となっ
ており、通学時間の⻑さや
遠⽅になる学校への交通網
などの少なさで親への負担
が考えられる。

毎週曜⽇
各旧学区で
開校

公営塾のスタッフが
⼩学⽣対象に

英会話、プログラミング、
SNSマーケティング

産⼤のオンライン授業など
連携しても良い。
有名⼈に繋がり、オンライ
ンで授業を受けられるなど
も⾯⽩い。

公営塾運営費 8⽉18⽇

住まい

教育

4

5

7



施策案⼀覧 NO.3

分類１ 分類２ NO 投票数 施策名 理想 現状 問題 原因 課題 いつ どこで だれが なにを とがり 予算 作成⽇

14 追加分
柏崎市森のようちえん、海のよう
ちえん施策

夢の森公園や海辺を活⽤し、柏
崎の⾃然を幼少期から感じる環
境を整えることで、森林や海辺
などの中で感性を研ぎ澄ませ、
⾃然との関わりを学ぶ事ができ
る。そういった教育に関⼼のあ
る親世代には、移住動機とな
り、⼦供にとっては地域の⾃然
などに⼩さい頃から親しむ機会
となる。

幼少期の教育環境としては
他地域との差別化ができて
おらず、移住希望者が⼦供
に望む教育ができる環境が
あまりない。

・学⼒、⽂化度が低下して
いる
・学区縮⼩など、⼦供世代
に不安がある

少⼦化で教育の場が縮⼩傾
向にある。⼦供の頃から情
操教育の場が少ない。

通常の保育園、幼稚園では
受け⼊れられない体験、学
びの場が必要。

体制が整い次
第

夢の森公園
や別俣、野
⽥、海近く
の旧校舎を
活⽤して

市⼜は⺠間の運営者
森のようちえん、海のよう
ちえんを

柏崎の地域の⼈との関わり
を多く持つ。のびのびとし
た教育を⾃然の中で受ける
事ができる。

8⽉24⽇

40 追加分 ⾼校⽣ 保育⼠体験 総合学習施策

保育⼠の体験を通し⼦供を育て
るということ、⼦供を出産する
ということを具体的に考える
きっかけとする。出産における
年齢的限界やリスクも同時に学
ぶ機会とする。
また、今⼦供世代の現実や⼦供
世代へのインタビューアンケー
トをしたり、結婚するというこ
と、⼦供を育てるということを
総合的に学習する機会にする

価値観が多様化し、なんで
も⾃由と⾔われる⼀⽅で、
選択する材料が少ない。⾃
分が思い描くビジョンが⾒
えづらい。価値観は尊重し
ながらも情報を伝え、⼦供
を持つことをよりリアルに
感じる。

結婚しない⼈が増え、少⼦
化している

知識が不⾜している。価値
観が多様化している。

多様な未来の選択肢がある
⼀⽅で、⼦供を持つことに
対するタイムリミットや家
族をもつというリアルを学
ぶ機会が少ないので、それ
らに触れる機会が必要。

8⽉25⽇

8 追加分 市内２⼤学学⽣定住⼤作戦

新潟⼯科⼤学、新潟産業⼤学と
の連携を強化し、学⽣向けに柏
崎の経営層やスポーツ選⼿など
地域の⼤⼈と交流する企画を定
期的に実施し、学⽣のレベル
アップに貢献するとともに、卒
業後も柏崎に残ってもらえるよ
うに促進する。

学⽣が柏崎の地元企業を知
る機会がなく、就職活動す
る際の情報が不⾜している

４月より ２⼤学
⻘年団体など
パートナーチームで
連携

地域の⼤⼈と交流する企画
を定期開催

講師報酬
１２万円
２万円×６回

9 34 追加分 "柏崎"趣味満喫プロジェクト！

共通の趣味を持つ⼈同⼠をweb
上のコミュニティで結びつけ、
柏崎市での⽣活の満⾜度向上、
及び近隣市町からの流⼊（結
婚）なども視野に⼊れる。
また、市が認めたサークル、コ
ミュニティには⼀部協賛⾦など
配布し、柏崎市でご飯など⾷べ
てもらう。

柏崎に特化したコミュニ
ティサイトはない。定住視
点の施策になるが、近隣市
町の⽅も来たら移住にも繋
がる！

通年 web aisa（管理⼈）
オープンチャット内の秩序
を管理

web上のコミュニティは
Lineのオープンッチャット
を使⽤し、各チャットには
管理⼈を置く。
協賛（ご飯代）各サークル
コミュニティ⽉1万くらい

8⽉25⽇

5 追加分
市⺠と連携したワーケーション施
策

柏崎市シルバー⼈材センターが
運営する「みんなの農場」で野
菜収穫体験や運動遊び塾しらさ
ん家（あそびそだちiLabo）で
の遊びの体験、別俣や⼭間地で
匠から教わる〇〇体験などの県
外からくるワーケーション⽬的
の家族向け企画をおこない、親
がコワーキングスペースで仕事
をしている会⽥、⼦供たちは
様々な遊びを通して、地域体験
をすることができる。
その体験を通して得た外から⾒
た柏崎の評価を発信すること
で、柏崎の中にいる⼈も⾃分達
の地域を再評価する事ができ
る。また、関わる市⺠がそれぞ
れ柏崎の魅⼒を伝える⼈材とな
る。

柏崎に住む⼈の地元に対す
る評価が低く、⾃信を持っ
て市外にアピールする事が
できていない。
そもそも柏崎の良さを理解
している⼟壌が乏しい。
外からの評価が逆に⾃分達
の住む地域を⾒直すきっか
けにできる。

・市の魅⼒を伝える⼈材が
不⾜している
・誇れる魅⼒が少なく、良
いものがあっても市⺠がそ
れを知らない

・市の魅⼒など考えなくて
も、ある程度⽣活に不満を
感じず住む事ができた。
・東電や⼤きい企業の恩恵
も少なからずあった。

まずは市⺠の中でも地元の
良さを知っている者がその
良さを発信したり、知って
もらう事が必要。

すぐにでも

みんなの農
場
あそびそだ
ちiLabo
（案）
別俣 他

ワーケー
ション⽬的
の家族を受
け⼊れられ
る市⺠団体
で

コンシェルジュや受
⼊可能な市⺠

ワーケーションの体験企画
をする。コワーキングス
ペースをその地域の近くに
設置。親はそこで仕事をし
ながら、近くで⼦供たちを
遊ぶことができる。

２〜３⽇間で企画を⽴て、
地域連携でエリアをまたい
で遊ばせるなど、柏崎に住
む地域の⼈との繋がりを持
たせることで、移住前の⼈
との繋がりや情報収集の機
会にもできる。

8⽉24⽇

教育

交流
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施策案⼀覧 NO.4

分類１ 分類２ NO 投票数 施策名 理想 現状 問題 原因 課題 いつ どこで だれが なにを とがり 予算 作成⽇

43 追加分 柏崎のテラスハウス #柏テラ
まずは柏崎に来てもらい、移住
のきっかけをつくれることがた
くさんある

移住の⼊り⼝となるコミュ
ニティがなく、移住のきっ
かけづくりができていない

移住者の⼊り⼝となるコ
ミュニティが少ない

コミュニティの中⼼となる
⼈物がいない

リーダーを募集し、新政事
業に対して市の⽀援で応援
する

春秋くらい
海の近くの
宿で

リーダーを募集
パートナーチーム

柏崎版テラスハウスを
マスコミに取り上げてもら
う

8⽉25⽇

23 ＊＊＊＊＊＊ 移住定住柏崎アンバサダー施策

柏崎をたのしみ、柏崎を好き！
といってくれるアンバサダー
（応援団）が柏崎の魅⼒を発
信。柏崎の魅⼒がわからなかっ
た市⺠も感化され、まちへの満
⾜度が⾼まる

・移住希望者に対する柏崎
市の認知が低く、イメージ
も原発のあるまちなど、あ
まりよく思わない⼈も多
い。
・まちに対する満⾜度が低
く、魅⼒が⾒えてこない。
・移住希望者への接点が少
ない。

・柏崎の認知が低い
・移住希望者への接点が少
ない

柏崎でたのしむ⼈の姿を知
らない。不満に意識が向い
てしまう

移住希望者へ魅⼒ある⼼か
らの豊かな⽣活のリアルな
発信を通して、まずは柏崎
の認知とイメージ向上を図
る

すぐにでも

SNS、
Instagram、
Twitter、
YouTube

アンバサダー
ローカルユーチュー
バー

リアルな⽇常でたのしさを
発信

アンバサダーに柏崎をたの
しむ7つ道具から1つをプレ
ゼント。それを使って、柏
崎をたのしんでもらう。
Ex)釣竿、ロードバイク、
SUP、テント、レンタ
カー、絵の具、キャンバ
ス、野草図鑑

アンバサダーへのプレゼン
ト代

8⽉18⽇

24 追加分 移住コンシェルジュ施策

移住希望者を移住コンシェル
ジュが窓⼝となり、移住希望者
の必要なコミュニティへのとり
つぎ、地域情報の提供。
仕事のマッチング、空家の紹
介、助成⾦の案内などワンス
トップで相談にのり、移住前、
移住後のフォローを⾏う。

移住者が住まい、仕事、⼦
育てなど⾃分で情報を探し
にいかなくてはならず、繋
がりを持つ前に選択肢から
柏崎が外れてしまう。

・移住者の⼊り⼝となるコ
ミュニティが少ない
・市の魅⼒を伝える⼈材が
不⾜している
・仕事の選択肢が少ないが
求⼈はたくさん出ている
・住まいの選択肢が少ない

市の窓⼝では仕事の斡旋ま
でできなかったり、移住希
望者に対し、⼀貫したフォ
ローやアプローチをするこ
とができない

公平性よりも⼀⼈ひとりに
あったフォローができる体
制が必要

すぐにでも
まちから窓
⼝、オンラ
イン上

aisa
パートナーチーム
間島リーダー（移住
者代表）
市担当者とも連結も
あり

移住希望者のフォロー
 仕事のマッチング
空家のマッチング
コミュニティへのとりつぎ
助成⾦の案内
お試し移住の申込窓⼝
地域情報の提供

あいさにはすでに多くの市
⺠との繋がり、コミュニ
ティとの連携が取れるの仕
組みがあるので、それを活
⽤しつつ、間島リーダーや
パートナーチームのメン
バーが繋がりを持つこと
で、移住希望者の移住前の
ハブ機関となる

600万円
・年間のコンシェルジュ窓
⼝運営費
・仕事のマッチングHP作
成

8⽉19⽇

6 追加分
県外の他市と合同での移住者向け
説明会

柏崎に住みたいと思ってもらう
「柏崎」というワードにた
どり着くのが⼤変

移住者に対する⼊り⼝が狭
い

「柏崎」というワードにピ
ンポイントでアクセスでき
る⼈しか対応できない

もっと⼤きな間⼝を持つこ
とが必要

いつでも ⾸都圏
移住コンシェジュ
⾏政（県外他市も）

タイプが違う５つのまち合
同で移住者向け説明会を開
く。気になったところに⾒
学に来てもらう

1回の会で同時に沢⼭のま
ちを⽐較することができる

年間100万円 8⽉25⽇

23 ＊＊＊＊＊＊ 移住定住柏崎アンバサダー施策

柏崎をたのしみ、柏崎を好き！
といってくれるアンバサダー
（応援団）が柏崎の魅⼒を発
信。柏崎の魅⼒がわからなかっ
た市⺠も感化され、まちへの満
⾜度が⾼まる

・移住希望者に対する柏崎
市の認知が低く、イメージ
も原発のあるまちなど、あ
まりよく思わない⼈も多
い。
・まちに対する満⾜度が低
く、魅⼒が⾒えてこない。
・移住希望者への接点が少
ない。

・柏崎の認知が低い
・移住希望者への接点が少
ない

柏崎でたのしむ⼈の姿を知
らない。不満に意識が向い
てしまう

移住希望者へ魅⼒ある⼼か
らの豊かな⽣活のリアルな
発信を通して、まずは柏崎
の認知とイメージ向上を図
る

すぐにでも

SNS、
Instagram、
Twitter、
YouTube

アンバサダー
ローカルユーチュー
バー

リアルな⽇常でたのしさを
発信

アンバサダーに柏崎をたの
しむ7つ道具から1つをプレ
ゼント。それを使って、柏
崎をたのしんでもらう。
Ex)釣竿、ロードバイク、
SUP、テント、レンタ
カー、絵の具、キャンバ
ス、野草図鑑

アンバサダーへのプレゼン
ト代

8⽉18⽇

24 追加分 移住コンシェルジュ施策

移住希望者を移住コンシェル
ジュが窓⼝となり、移住希望者
の必要なコミュニティへのとり
つぎ、地域情報の提供。
仕事のマッチング、空家の紹
介、助成⾦の案内などワンス
トップで相談にのり、移住前、
移住後のフォローを⾏う。

移住者が住まい、仕事、⼦
育てなど⾃分で情報を探し
にいかなくてはならず、繋
がりを持つ前に選択肢から
柏崎が外れてしまう。

・移住者の⼊り⼝となるコ
ミュニティが少ない
・市の魅⼒を伝える⼈材が
不⾜している
・仕事の選択肢が少ないが
求⼈はたくさん出ている
・住まいの選択肢が少ない

市の窓⼝では仕事の斡旋ま
でできなかったり、移住希
望者に対し、⼀貫したフォ
ローやアプローチをするこ
とができない

公平性よりも⼀⼈ひとりに
あったフォローができる体
制が必要

すぐにでも
まちから窓
⼝、オンラ
イン上

aisa
パートナーチーム
間島リーダー（移住
者代表）
市担当者とも連結も
あり

移住希望者のフォロー
 仕事のマッチング
空家のマッチング
コミュニティへのとりつぎ
助成⾦の案内
お試し移住の申込窓⼝
地域情報の提供

あいさにはすでに多くの市
⺠との繋がり、コミュニ
ティとの連携が取れるの仕
組みがあるので、それを活
⽤しつつ、間島リーダーや
パートナーチームのメン
バーが繋がりを持つこと
で、移住希望者の移住前の
ハブ機関となる

600万円
・年間のコンシェルジュ窓
⼝運営費
・仕事のマッチングHP作
成

8⽉19⽇

12 32 ＊
柏崎初⼼者マルシェ！あなたも実
⾏委員!?

移住者が情報を得ることができ
る。移住者が移住者を呼ぶ。移
住者がこのまちで友だちができ
る。

移住者が家族、職場以外の
⼈と出会う場が少ない。

移住者の⼊り⼝となるコ
ミュニティが少ない

楽しむ⽬的で移住してきた
⼈が少ない

このまちの楽しい！を共有
できる場、SNSをつくる
（マルシェ？蚤の市？）

春、秋
市内のあち
こち（会場
は⾃由）

パートナーチーム
集まった移住者

柏崎マルシェ？
実⾏委員を募集する（参加
型）

8⽉18⽇

11

交流
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施策案⼀覧 NO.5

分類１ 分類２ NO 投票数 施策名 理想 現状 問題 原因 課題 いつ どこで だれが なにを とがり 予算 作成⽇

21 ＊＊＊ 圧倒的な情報量で柏崎を伝える

柏崎にしかないものが正しく伝
わり、評価され、住む⼈も来る
⼈もおもしろおかしく満⾜でき
るまち。

・どこにでもあるようなも
のを伝えることばかりして
いる
・柏崎を伝える切り⼝が定
まっていない

・柏崎を伝える切り⼝が定
まっていない
・途中で更新が途絶える

・情報発信の仕組みがない
・市⺠の合意を得るのが難
しい

切り⼝＝とんがった情報発
信、情報量

週2回配信
オンライン
配信、有料
サロン

パートナーチーム

チームで決めた切り⼝で、
柏崎の圧倒的コンテンツ量
を配信する。動画、⾳声コ
ンテンツ

コンテンツは無料
サロンは有料

コンテンツ企画8万円／⽉
コンテンツ収録4万円／⽉
収録機材30万円
ゲスト謝⾦12万円
186万円／年

8⽉18⽇

22 ＊＊
花⽕だけじゃないもっと⾊々！柏
崎をTVで全国発信〜外部への訴求
と内部の⾃信と⼀体感向上〜

外部（市外県外）への訴求はも
ちろん、内部（市⺠）の魅⼒の
認知と⾃信、誇りの向上。
→発信し、迎え⼊れる主体であ
る内部のモチベーションアップ
と⼀体感
→内容が良ければマスコミ芋づ
る式

例えば花⽕は毎年BSフジ
が中継をしている。⼀⽅そ
れ以外でまちとしての露
出、発信は少ない。（対⽐
として三条市のマスコミ発
信）
花⽕だけでは内部外部への
訴求は弱く少ない。「良け
ればタダで取り上げてくれ
る」のは理想だが、待ち姿
勢にならず、戦略的な発信
をもっとしても良いのでは
ないか。

・花⽕以外まちとしての発
信、露出が少ない
・市⺠がまちの魅⼒を⾃覚
していない

・花⽕の成功事例で⽌まっ
ている
・市外県外からの評価が少
ない

「タダ」にこだわらず、費
⽤対効果を含めた戦略の構
築

冬以外
（効果的な時
期）

市内
外部委託せず市
（商業観光課）

柏崎の⾷、産業、⽂化など
マスコミを通じて発信す
る。絶対に⼈も⼀緒に。
合わせて、シアサクも紹介
してもらう。

まずは300〜500万円 8⽉18⽇

27 追加分
柏崎の魅⼒を伝えるプロフェッ
ショナルチーム

伝えるプロが作品を通じて柏崎
の魅⼒を発信している

柏崎にはクリエイターが少
ない。映像、写真、⾳楽、
ライティング…

市の魅⼒を伝える⼈材が不
⾜している

柏崎をとことん愛する⼈の
意⾒を聞く場が少ない

クリエイターチームを作る
⽉1回更新、
作品を公開す
る

ネット上で
パートナーチーム
クリエイターチーム

取材に基づいた柏崎
映像、写真、⾳楽、コピー
ライター、様々なクリエイ
ティブを動員する

1作品60万円/⽉
年間720万円

8⽉25⽇

28 追加分
柏崎のYouTuberが育つプロセス
を楽しむプロジェクト

⾯⽩くて話題の柏崎独⾃のメ
ディアがあり、特に市内出⾝、
県外移住者から⼈気で「柏崎、
今こんななんだ。おもしろそ
う。」となっている。

柏崎独⾃のメディアは県外
の⼈の⽬に触れない。ラジ
オ、新聞、フリーペー
パー、市内の若い⼈も⾒て
いない。

市の魅⼒を伝える⼈材が不
⾜している。

柏崎をとことん愛する⼈の
意⾒を聞く場が少ない。
SNSを使いこなせていな
い。

SNSを使って独⾃メディア
を育てる。

週2回配信

YouTube
有料サロン
「Discord」
アプリ

パートナーチーム
YouTuber

柏崎のことを独⾃の切り⼝
で。YouTuberが育ってい
くプロセスを。

プロセスエコノミー

YouTuber⼈件費10万円/
⽉
コンテンツ企画 10万円/⽉
収録機材30万円
取材費5万円/⽉
年間330万円

8⽉25⽇

29 追加分 地域別ライフスタイル紹介

・地域ごとの良さを市⺠が知っ
ている
・市⺠が暮らす地域以外にも遊
びに⾏く
・まち全体で遊べるようになる
・「この⾵景毎⽇⾒たい」に出
会う
・市⺠も「こんなところあった
んだー」を発⾒

・⾃分が暮らす地域以外の
ことを知らない
・地域単位での関わりがな
い
・地域ごとの暮らしの違い
がわからない

柏崎に移住しようかなと
なっても、さて、どこに住
む？となる

地域の個性がわからない
地域ごとの暮らし、仕事が
すぐわかる

出来次第いつ
でも

SNS、本、
マップ、市
役所の⼀室
（パネル展
⽰）

移住コンシェル
ジュ、地域おこし協
⼒隊（このミッショ
ンの協⼒隊を募集す
る）

地域単位でのライフスタイ
ルを紹介する→希望すれば
⾒学

紹介を作るのは実際に暮ら
す⼈、定住者が⾃分の地域
の良さを再確認できるかも
→市⺠の声を移住者へ届け
られる

8⽉25⽇

42 追加分 マーケティング戦略
マーケティング戦略があり、施
策に裏付けがとれている

マーケティング戦略がな
く、何となく⽀援制度をつ
くっている

他市との⽐較分析ができて
いない

すぐ まちから
外部⼈材
パートナーチーム

マーケティング戦略 200〜300万円 8⽉25⽇

14 39 追加分 転出、転⼊届出時アンケート施策
きちんと転⼊、転出する理由が
整理されている。他市との⽐較
しやすい。

データが少なく、分析する
材料が少ない

他市との⽐較分析ができて
いない

今までそういった議論や危
機感が少なかった

移住⽀援制度について他市
と⽐較分析を⾏い、より効
果的でインパクトのある⽀
援制度を検討する

転居、転⼊時 市役所窓⼝ 市役所窓⼝
転出、転⼊時の理由を具体
的にアンケートを取る

ほぼゼロ 8⽉25⽇

13

広報



施策案⼀覧 NO.6

分類１ 分類２ NO 投票数 施策名 理想 現状 問題 原因 課題 いつ どこで だれが なにを とがり 予算 作成⽇

15 26 追加分
”元気発信プロジェクト” ナニコ
レ⁉少し変わった広報‼

現在各家庭に配布されている防災無線を
使⽤して、1分ほどのＰＲを実施する。⼣
⽅18:00の時刻お知らせの⾳楽を撤廃また
はそのあとＰＲ時間を設ける。最初は移
住・定住についての広報活動を実施し、
ゆくゆくは誰でも毎⽇1分間のＰＲ時間を
使⽤できる事とする。例としては企業の
ＰＲや趣味に関するＰＲ(今⽇19：00〜テ
ニスするのでやりたい⽅はテニスコート
へ遊びに来てくださいみたいな)、⼦供た
ちの学校での活騎動報告の場として使⽤
するのも良いと思う。防災無線を使⽤し
ての広報活動は必ず柏崎市⺠は⽿を傾け
る事となり、移住・定住の⾵⼟づくりや
コミュニティーの構築としてはとても都
合の良いツールと考える。
またメディアにも少し変わった町として
取り上げてもらえるのではないか？？(ナ
ニコレ珍百景とか？)まずはインパクトの
あることを実施して、まずは柏崎を全国
の⼈に知ってもらうのも⼤事！

柏崎市として現在ＨＰ、Ｓ
ＮＳ、チラシなど様々な媒
体を通して、移住・定住に
関する広報活動はしている
のだと思う。ただ⼈によっ
ては⾒る媒体も異なり、市
⺠全体に同⼀の情報を共有
する事は難しい。
また⼈⼝減少、移住・定住
問題に関する市⺠の関⼼は
まだまだ低いと考える。

すぐに。毎
⽇。

柏崎市内
・パートナーチーム
・市職員
・市⺠

・パートナーチーム→移住
定住ＰＲ、報告
・市職員→防災無線⼿配
・市⺠→1分間ＰＲ、ス
ピーチ

防災無線を配布している市
はあまりない。これを逆⼿
に取って、⺠間の広報の場
にする事はとても⾯⽩いと
思う。

防災無線って放送料かかり
ますか？
かからなければコスト0。

8⽉24⽇

16 25 追加分
ふるさと納税返礼品、柏崎移住定
住推進リーフレット同胞施策

柏崎の返礼品が送られた⽅に柏
崎の移住定住を発信するPR
リーフレットを同胞、QRコー
ドをつけ、移住関連の情報をす
ぐに得られるようにする。
そこからお試し移住を申し込み
してくださった⽅には特典とし
てふるさと納税感謝券やレンタ
カー割引券などをつける。

柏崎に興味をもっていただ
いた⽅を⾒込み客とするな
ら、その⽅たちにアプロー
チできるふるさと納税の活
⽤ができていない。

・移住したい⼈に適切な情
報が伝わっていない
・今あるものが磨かれた魅
⼒的な切り⼝、⾒せ⽅がで
きていない

・移住したい⼈との接点が
少ない
・移住したい⼈に必要な情
報がわかりやすく、まと
まっていない
・興味を持ってもアクショ
ンに繋がるポイントがない

移住希望者との接点を広
げ、⾒つけてもらった時に
適切な情報を⾒せられ、そ
れをもとにアクションを起
こしてもらう仕組みが必
要。

お試し移住や
HPなどコンテ
ンツが揃った
段階で

柏崎ふるさ
と納税の返
礼品発送す
る事業所

市元気発進課
KASIX
パートナーチーム

リーフレット作成
（HP、お試し移住などを
整備して）

納税額を増やすだけでな
く、⾒込み客（移住希望
者）を⾒つける施策となる

リーフレット製作費
 制作委託費100万円
 印刷費30万円

8⽉24⽇

17 15 追加分 夜間保育園の整備
シングル家庭でも⼦育てしやす
い環境がある

夜遅くまで預けられる保育
園がなく、仕事の幅に制約
がある

貧困層が増えている 離婚者が多い時代
シングルでも⼦育てしやす
い環境が必要

いつでも 中⼼市街地
夜遅く、または夜間預けら
れる保育園の整備

現在柏崎に無い 8⽉26⽇

18 18 追加分
キッズマジック第⼆児童館化、年
中無償化施策（元気館遊具充実施
策）

キッズマジックを無償化して
（今チケットで無償もあるが）
付き添う⼤⼈のため、wifiス
ポット化、⾬の⽇でも気楽に遊
びにいける場所が増えることで
⼦供の育てやすさを感じられる

柏崎は⼦供を遊びに連れて
⾏けるところがないと⾔わ
れる。元気館やキッズマ
ジック、⾃然王国などない
わけではないのだが、⻑岡
のてくてく、⼗⽇町のめご
らんどなど充実した施設を
求めてのことだと思う。
キッズマジックは基本有料
なので⼦供を連れて⾏きに
くい。

他市との⽐較分析ができて
いない。特に困っていない
から、現状維持でいるこ
と。

柏崎には無償で屋内で遊べ
る従事したスペースはない
が、⻑岡のてくてくのよう
な施設が求められている。

⼦供を気軽に連れて⾏っ
て、⾬の⽇でも遊べる場所
の充実が必要。

整い次第すぐ
元気館、
キッズマ
ジックで

市が
児童館の充実を図る。キッ
ズマジック無償化で市が補
助を図る

⼦供、⼦育て世代には魅⼒
的な施策になる

8⽉25⽇

19 13 追加分 ⼦どもの医療費全額補助施策

⼦供を育てることに不安をもつ
親世代の助けになる施策であ
り、暮らしが安定してくると⼦
供を多くもつことも負担が軽減
される。

⼀部負担ではあるが、他の
市や地域が同じ施策を⾏
なっていることをあげ、不
満の声をよく聞く。⼦供を
もつ親にとって、少しでも
⼦供に⼿厚い⽀援をされて
いると近くの市などであれ
ば、移住されてしまうこと
もあり、⼤事な施策となっ
ている。

貧困層が増え、暮らしの満
⾜度が低い

物価の上昇、低賃⾦。
離婚などにより⽣活が不安
定になる。

⼦供を育てる環境を充実さ
せることで、移転、転居率
を抑えることが必要。

市の予算が決
まり次第

柏崎市で 市が ⼦供の医療費補助施策
⼦供をもつ⼦育て世代にい
かに満⾜度をもって定住し
てもらうか

8⽉24⽇

⼦育て

広報



施策案⼀覧 NO.7

分類１ 分類２ NO 投票数 施策名 理想 現状 問題 原因 課題 いつ どこで だれが なにを とがり 予算 作成⽇

12 追加分
ベンチャー企業IT企業に向けた柏
崎をめいっぱい遊ぶ事業コンテス
ト企画施策

ベンチャー企業IT企業に向け
て、柏崎をどうやって遊ぶかと
いう視点でビジネスを起こして
もらう。事業化には助成⾦をつ
け、コンテストを⾏う。
できれば、それを⾯⽩いと思っ
てくれる企業にはリモートで社
員に柏崎に住んでもらい、補助
⾦優遇をつける。遊ぶことを市
の魅⼒として情報発信してもら
う。また、その繋がりで企業に
市に本社を置いてもらったり、
⽀社を作ってもらう。

柏崎を再発⾒する機会が少
なく、主体的に新しいこと
にチャレンジする⼈が⾒え
にくい

新しいチャレンジが少な
く、ムーブメントが起こり
づらい

チャレンジするという気⾵
がない

こんなこともできるんだ！
という感動が必要

すぐにでも 柏崎市で
市が主体となって、
パートナーチームも

柏崎をめいっぱい遊ぶ事業
コンテストを企画

市内外から「遊ぶ視点」で
アイデアを募り、⼈を呼ぶ
仕組みをつくる

事業補助とリモート社員が
住んでくれた場合の助成な
ど、コンテストにかかる経
費などで2,000万円くらい

8⽉25⽇

20 ＊
春夏秋冬 魅⼒ある柏崎PR看板の
作成

来た⼈が統⼀感ある魅⼒に気づ
き、発信していく

まちの統⼀感がなく、来た
⼈に魅⼒が伝わりにくい。
発信もしにくい。

魅⼒的な⾒せ⽅ができてい
ない

戦略がない 統⼀感を出す何かをつくる すぐに
柏崎の⼊⼝
となる箇所
で

市⺠⼜はデザイナー
看板業者

柏崎の春夏秋冬を統⼀した
看板

Instagramに投稿したくな
るくらいオシャレなデザイ
ンに

100〜500万円 8⽉18⽇

30 追加分
柏崎アウトドアテーマパーク化施
策「⽇常の延⻑で⾮⽇常を楽しめ
るまち」

柏崎全市をアウトドアテーマ
パークと位置付け、釣り、キャ
ンプ場、SUP、カヤック、
ウィンドサーフィン、登⼭、
ロードバイク、マラソン、サウ
ナ、温泉、ビーチサウナ、シュ
ノーケリング、スキーなどを遊
べるスポットとその楽しみ⽅や
ノウハウを地元のプレイヤーに
取材し、HPで紹介。
⽇常の延⻑に⾮⽇常を楽しむ⼈
たちのライフスタイルを紹介す
ることで、移住希望者が楽しい
⽇常をイメージできるようにす
る。プレイヤーにも情報発信を
してもらう。同じ趣味を持つ移
住者に繋げ、コミュニティに加
わってもらう。

柏崎に住む⼈たちがどんな
遊びができるか、与えられ
ることになれてしまい、⾃
分から探しに⾏かない。主
体性に乏しく、不満ばかり
が⽬⽴つ。

・今あるものが磨かれた魅
⼒的な切り⼝、⾒せ⽅がで
きていない
・移住者の⼊り⼝となるコ
ミュニティが少ない
・⼈との繋がりが薄く、コ
ミュニティも少ない
・市の魅⼒を伝える⼈材が
不⾜している
・誇れる魅⼒が少なく、良
いものがあっても市⺠がそ
れを知らない

柏崎でどんなことをして遊
んでいる⼈がいるか知らな
いから

「柏崎を遊ぶ」という視点
で情報発信などコミュニ
ティの認知が必要

すぐにでも
柏崎市全市
をあげて

市と市⺠が連携して 遊び、それを発信する 視点はいかに遊ぶか HP作成費300万円 8⽉25⽇

21 31 ＊
堤防の壁をアートキャンバスとし
て開放する

発信したいと思えるものがある
SNS映えするものが少な
い。場所がない。

柏崎の発信が⾜りない
発信したいと思えるものが
少ない

発信したいと思う様なもの
を作り、まずは「柏崎」を
知ってもらう

準備ができ次
第

海沿いの堤
防

市
アーティスト
市⺠

堤防の壁を開放し⾃由にペ
イントできる

落書きとして問題になって
いる事を逆⼿にとって受け
⼊れる

なし 8⽉18⽇

22 33 追加分 海上アスレチック

柏崎には海がある！と⾔うが、
新潟県の⽇本海沿いにはすべて
海があり、差別化する必要があ
る。家族層や若者などが観光で
きて、柏崎の他の魅⼒にも触れ
るフックになると良い。

県内ではやっていないはず 夏
海または屋
外プール

市
ライフセーバー

市：管理
ライフセーバー：安全管理

新潟県内にはない 8⽉25⽇

施設

20



施策案⼀覧 NO.8

分類１ 分類２ NO 投票数 施策名 理想 現状 問題 原因 課題 いつ どこで だれが なにを とがり 予算 作成⽇

37 追加分
中⼭間地域がんばろう！地区別移
住者取り上げ施策

各地区ごとに⽬標値があり、⽬
標管理がしやすい状態になる。
中⼭間地の移住者には特に注⽬
が集まり、中⼼部と中⼭間地の
接点もできるため、中⼭間地の
起爆剤となる。

各地区からパートナーチームの
担当に情報があがり、全体管理
する。WEBサイトなどにも各
地区単位のものを掲載する。

移住者の⼈数の⽬標値がな
く、管理もできていない。
また、以下の地区単位での
把握もできていない。
特に中⼭間地は⼈⼝減少が
顕著。
➀旧柏崎地区、②郊外地
区、③⻄部地区、④中通地
区、⑤北条地区、⑥北部地
区、⑦上条・⿊姫地区、⑧
鯖⽯・⾼柳地区

地域ごとの関わりがなく閉
鎖的である。
⼈⼝増加の⽬標の管理がで
きていない。
中⼭間地の⼈⼝減少が⽬⽴
つ

内輪で盛り上がっていても
それなりに楽しい
地域ごとの物理的な距離が
ある

移住者の⼈数の⽬標値を設
定する
中⼭間地にフォーカスする

計画承認され
次第すぐに

各地区の中
⼼となる施
設

各地区の情報管理が
できる⼈物
市役所、パートナー
チーム

現在の⼈⼝に応じて各地区
ごとの⽬標値を設定する。

８名のパートナーチームメ
ンバーが各々８地区のどこ
かに担当をついて状況把握

パートナーチームの
残業代

8⽉24⽇

41 追加分 ⽐較分析 新潟県NO.1施策
常に⽐較分析表が更新されてお
り、新潟県No.1の⽀援制度が
ある

他市との⽐較分析表がな
く、どこで⽀援制度の差別
化をしてよいかわからない

他市との⽐較分析ができて
いない

重複されるポイントが整理
されていない

ズバ抜けた⽀援制度を１つ
つくる

すぐ 市
柏崎市
パートナーチーム

新潟県No.1といえる⽀援制
度

現状の予算を効果的なとこ
ろに移動させる

8⽉25⽇

44 追加分 ドローン、⾃動運転特区の制定
新しい技術の開発にチャレンジ
しやすいまち

新しい技術の開発を⾏政が
応援する仕組みがない

新しい技術が⼊ってきてい
ない

アーリーアダプターが官⺠
共に不⾜している

新しい技術が⼊ってきやす
いようにサポートする

いつでも
海地、中⼭
間地、過疎
地

⾏政
⽐較的安全なエリアを特区
に設定し、実証実験をサ
ポートする

⾏政側からのサポート 8⽉25⽇

その他 その他




